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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中国から朝鮮半島を経て日本に伝播した仏教美術がいかなる様相で我が国に受
容されたのかを、主に、文化財の表面仕上げの技法に着目することによって検証することを目指した。具体的には、ま
ず、東アジアに現存する古代・中世の文化財を、Ｘ線分析装置による非破壊・非接触分析法を用いて表面にのこる顔料
の主要元素と、使用された顔料の物質名を特定し、技法の詳細を解明した。その上で、日本と、中国、朝鮮半島におけ
る文化財の表面仕上げの技法を比較検討することで、日本の技法の特色を抽出した。

研究成果の概要（英文）： In this study, we aimed to verify how Buddhist art that propagated to Japan throu
gh the Korean Peninsula from China accepted in Japan by focus on the surface-finishing techniques of cultu
ral properties. In particular, first, we elucidated the details of these techniques by identification of m
ain elements of the pigments and names of the pigments that remain on the surface, by means of non-destruc
tive and non-contact analysis approach with X-ray analysis equipment for existing cultural properties of a
ncient and medieval in East Asia. Furthermore we extract features of the technique of Japan by comparison 
of the techniques of Japan and China, the Korean Peninsula.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

研究成果の概要 
  
１．研究開始当初の背景 
 
6 世紀に日本に仏教が伝来して以降、数多

くの仏教美術が創出されたが、これらは、常
に劣化の問題と日々背中合わせで、劣化を防
ぎ、現状を維持するための保存修復も当然必
要になってくる。保存修復を行う際には、文
化財の構造を知り、表面に彩色がのこる場合
には顔料の成分と技法を特定することが重
要となる。また、日本だけでなく、中国、朝
鮮半島における技法を解明することができ
れば、日本の技法の特色を抽出することがで
きるだけでなく、日本の仏教美術を東アジア
史全体の中で理解する一つの重要なファク
ターに成りうると考え、本研究を開始するよ
うにいたった。 
 
 

２．研究の目的 
 
本研究の目的は、中国から朝鮮半島を経て

日本に伝播した仏教美術がいかなる様相で
わが国に受容されたのかを、文化財の表面仕
上げの技法に着目することによって検証し
ようとするものである。 
具体的には、まず、東アジアに現存する古

代・中世の文化財を、Ｘ線分析装置による非
破壊・非接触分析法を用いて表面にのこる顔
料の主要元素と、使用された顔料の物質名を
特定し、技法の詳細を解明する。その上で、
日本と、中国、朝鮮半島における表面仕上げ
の技法を比較検討することで、日本の技法の
特色を抽出する。 
 
 

３．研究の方法 
 
（1）東アジア地域における文化財調査を、
中国の四川大学、韓国の国立中央博物館と国
立慶州文化財研究所の協力を得て行う。 
（2）日本、および中国・朝鮮半島に残る文
化財について、まずＸ線ＣＴスキャナーを用
いて文化財の内部構造の解析を行う。その後、
蛍光Ｘ線分析とＸ線回折分析を同一ポイン
トで測定できる複合Ｘ線分析装置（XRDF）を
用いて、表面にのこる顔料の主要元素と、使
用された顔料の物質名を特定する。 
（3）中国史・朝鮮史・考古学の立場から、
各地の文化財の技法の伝播と継承の問題を
解明する。 
 以上の人文・理工系を融合した研究方法を
用いることで、日本における仏教美術の受容
と展開の様相を明らかにすることを目指す。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）2011 年度 

①奈良・薬師寺の薬師三尊像と東塔の伏鉢お
よび露盤の XRDF 装置を用いた調査を実施。
露盤蓋板と伏鉢の表面仕上げは鍍金による
ものと判明した。（櫻庭裕介「薬師寺金銅製
品のⅩ線分析―薬師寺三尊像・東塔伏鉢を中
心に―」『奈良美術研究』13） 
②日本の中世仏教美術の彩色を示す例とし
て、早稲田大学會津八一記念博物館所蔵の木
造三十三応化身像（日本・南北朝時代）を取
り上げ、Ｘ線ＣＴスキャナー、ＸＲＤＦ装置
を用いた調査を実施。オリジナルの白色顔料
を中心に調査したところ、少なくとも二種の
白色顔料（カリウム硫酸鉛、白土）が用いら
れており、しかも彩色する場断・部位によっ
て二種の白色を使い分けていたことが明ら
かとなった。（小野佳代「南北朝時代の彩色
木彫像のⅩ線分析―早稲田大学會津八一記
念博物館所蔵・森靖氏寄贈三十三身像を例に
―」『奈良美術研究』13） 
③国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ
の新しいアプローチⅧ」（早稲田大学奈良美
術研究所主催、於早稲田大学小野記念講堂、
2011 年 10 月 1日）の開催。科研メンバーと、
国内から 1名、韓国から 2名のパネリストを
招いて成果報告を行った。 
④『奈良美術研究』第 13 号の刊行 
2012 年 3 月に 2011 年度の成果報告書として
刊行した。 
 
（2）2012 年度 
①奈良・飛鳥寺の丈六釈迦如来坐像（飛鳥大
仏）のＸＲＤＦ装置を用いた調査を実施。従
来、飛鳥大仏は鎌倉時代の飛鳥寺被災時に大
部分が損傷し、後世に補鋳されたと考えられ
てきた。しかし、調査の結果、当初部分と補
注部分の銅の組成に顕著な違いが認められ
なかった。さらに、補鋳部分とされてきた箇
所から酸化第二銅（CuO）が検出され、過去
に火災にあった痕跡を見出した。したがって、
飛鳥大仏は火災に遭っても、大部分が残った
ものと考えられる。また、文献史料によって
も飛鳥大仏の大部分が損傷したことはうか
がえないことを指摘し、従来説に大きな疑問
があることを提示した。（櫻庭裕介「飛鳥寺
本尊丈六釈迦如来坐像について」『奈良美術
研究』14、大橋一章「飛鳥大仏の制作と火難」
同） 
②中国・四川大学博物館および成都市博物館
において、博物館所蔵の金銅仏のＸＲＤＦ装
置を用いた調査を実施。 
③9 月より韓国国立慶州文化財研究所との共
同研究を開始。韓国に現存する文化財の調査
に際しての体制を整えた。 
④国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ
の新しいアプローチⅨ」（早稲田大学奈良美
術研究所主催、於早稲田大学小野記念講堂、
2012 年 9月 21 日）の開催。科研メンバーと、
韓国から2名のパネリストを招いて成果報告
を行った。 
⑤『奈良美術研究』第 14 号の刊行 



2013 年 3 月に 2012 年度の成果報告書として
刊行した。 
 
（3）2013 年度 
①飛鳥大仏の鋳造技法解明のため調査を実
施。調査の結果、飛鳥大仏は蠟型鋳造と土型
鋳造を併用して制作されたことが明らかに
なった。（櫻庭裕介「飛鳥大仏のＸ線分析と
制作技法について」（『奈良美術研究』15） 
②韓国・国立慶州文化財研究所との共同研究。
韓国に現存する金銅仏のＸＲＤＦ装置を用
いた調査を実施。（丁珉鎬・李宝賢(金志虎訳)
「韓国の小金銅仏の材質分析および鍍金技
術―慶州地域出土品を中心に―」（『奈良美術
研究』15） 
③国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ
の新しいアプローチⅨ」（早稲田大学奈良美
術研究所主催、於早稲田大学小野記念講堂、
2013 年 9月 14 日）の開催。科研メンバーと、
韓国から4名のパネリストを招いて成果報告
を行った。 
④『奈良美術研究』第 15 号の刊行 
2014 年 3 月に 2013 年度の成果報告書として
刊行した。 
 
 以上、3 年間にわたる研究の成果として特
筆すべき点は、奈良・飛鳥寺の丈六釈迦如来
坐像（飛鳥大仏）について、従来大部分を補
鋳とする説に疑問を提示したことであろう。 
 飛鳥大仏は鎌倉時代の飛鳥寺被災時に大
部分を損傷し、後に補鋳されたと考えられて
きた。しかし、ＸＲＤＦ装置によって分析し
た結果、オリジナルと補鋳とに区別されてき
た部分の銅の組成に顕著な違いは認められ
なかった。さらに、補鋳とされてきた部分に
火災に遭った痕跡、つまり酸化第二銅（CuO）
が検出されたことで、飛鳥大仏の大部分は制
作当時そのままである可能性が高いことが
明らかとなった。また、飛鳥大仏の表面は平
滑な部分（顔や手などの肉身部分）と、粗い
部分（鋳境が見られる体躯部分）があるが、
前者は蠟型鋳造技法、後者は土型鋳造という
独特な鋳造技法によって制作されたと考え
られる。飛鳥大仏は、日本の工人が百済の工
人の指導を受けて制作したとされているが、
制作担当者は完成度を高めるために蝋型と
土型という異なる鋳造技法を併用したと考
えられる。 
 この他、東アジアの文化財に対する複合Ｘ
線分析装置の応用の可能性を示したことも、
これまで目視に頼るほかなかった調査方法
に、新たな局面をもたらす成果として評価で
きる。 
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